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ヨナグニチビコメツキ Babadrasterius urabensis 
Ôhira, 1994 は，与那国島の宇良部岳で採集され
た雄個体を完模式標本として命名記載された種で，
副模式標本の産地として他に与論島や沖縄島があ
げられている．その後は各地から記録され，伊平
屋島，西表島，波照間島，新城島，石垣島，宮古島，
渡嘉敷島，伊計島，沖永良部島，屋久島そして長
崎市などにも分布することが明らかにされている

（岸井，2006；北村，2007；高桑・藤田，2010；大平，
1996, 2002, 2011；大平・楠井，2005；今坂・阿比留，
2012；楠井・宮城，2013；山崎ほか，2016；鈴木，
2018）．

筆者は，東京都の山崎裕志氏から小笠原諸島父
島で採集されたコメツキムシの同定を依頼された
が，その中にこれまで小笠原諸島から記録のなかっ
た本種を見いだしたので，ここに報告する．

報文をまとめるのにあたり，貴重な標本をご提
供いただいた山崎裕志氏と斉藤昌弘氏，本種の分
布についてご教示いただいた大平仁夫博士，関係
する文献をご紹介いただいた青木一宰氏，石澤尚
史氏，今坂正一氏と松本俊信氏，和名についてご
意見をいただいた渡辺昭彦氏に厚くお礼申し上げ
る．

Babadrasterius urabensis Ôhira, 1994
ヨナグニチビコメツキ （Figs. 1–4）

Babadrasterius urabensis Ôhira, 1994: 224, 230–231
（Yonaguni-jima Is., Okinawa hontô Is., Yoron Is.）.

検視標本：1♀ （Figs. 1, 3 & 4），東京都小笠原諸
島父島西町，15. VII. 2018, 山崎裕志採集・筆者保管；
1 ♂ （Fig. 2），同地，6–15. X. 2018．山崎裕志採集・
筆者保管．共に，外灯の見回りをした際に得られ

たものである．
比較標本： 219 exs., 沖縄県与那国島宇良部岳，

28–30. III. 1996, H. Kaneko leg. 筆者保管．

小笠原諸島父島から発見されたヨナグニチビコメツキ
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Notes on Babadarasterius urabensis （Coleoptera, Elateridae） Newly Discovered 
from Chichi-jima Island, Ogasawara Islands

Wataru Suzuki

Summary. Babadrasterius urabensis Ôhira, 1994 is one of the common elaterid beetles distributed in the Ryukyu Islands 
and the northen part of Kyushu Island, Japan. However, this species has never been recorded from outside of these areas. 
In this short report, the author recorded it from Chichi-jima Island of the Ogasawara Islands for the first time and suggested 
the possibility that this species could be brought artificially from the Ryukyu Archipelago to Chichi-jima Island along with 
seedlings of agricultural crops.

Figs. 1–4．Babadrasterius urabensis Ôhira, from Chichi-jima Is. 
1, dorsal habitus, female; 2, male genitalia ; 3, punctures 
on the central portion of pronotum, female; 4, left posterior 
angle of pronotum, female.



34 さやばね ニューシリーズ　No. 37

SAYABANE N. S. No. 37March 2020

本種の和名について
本種の和名については，大平 （1994） により記

載された際，和文記載の部分では＂ヨナグニチ
ビコメツキ＂，英文記載の部分では “Urabe-chibi-
kometsuki” と異なる表記がされた．その後，大平
は，宮古島，沖永良部島，渡嘉敷島，波照間島か
ら本種を記録する際，和名をウラベチビコメツキ
としたが （大平，1996, 1997, 1999），Kishii （1999） は，
日本のコメツキムシをまとめたチェックリストに
おいて，大平 （1996） の処理に従ってウラベチビコ
メツキとしたことから，その後は，多くの著者が
この和名を使用している （大平・松尾，2000；高桑・
藤田，2010；岸井，2006；今坂・阿比留，2012；
楠井・宮城，2013）．しかし，一方では，ヨナグ
ニチビコメツキの和名も使われ続けている （大平，
1996, 1997, 1999a, 1999b；大平・楠井，2005）．

二つある和名のうち，ヨナグニチビコメツキは，
ホロタイプの産地である与那国島にちなむもので
あり，もう一方のウラベチビコメツキは，産地の「宇
良部岳 （うらぶだけ）」を基にした学名「urabensis」
にちなむものである．ともに，産地に由来する和
名であるが，ウラベチビコメツキの和名は，同様
に南西諸島に広く分布するエラブミナミチビコメ
ツキ Nanseia erabuensis （Kishii, 1966） と和名が酷似
しており，とても紛らわしい．そこで，和名によ
る今後の混乱を避けるため，Ôhira （1994） により原
記載で最初に提唱された＂ヨナグニチビコメツキ＂
を今後は用いていくことをここで提案したい．

分布について
本種の分布について，今坂・阿比留 （2012） は，「多

分対馬海流沿いに琉球～九州西岸まで広く分布し
ているのであろう」と述べている．本種と同様の
分布模様を持つものに，ケシツブスナサビキコリ
Rismethes ryukyuensis Ôhira があるが，いずれもどの
ように分布を広げていったのか興味を引く．

今回，南西諸島に分布するこのコメツキムシが
遠く離れた小笠原諸島から発見されたことはとて
も意外であった．昆虫の中には，琉球列島と小笠
原に共通に生息する種が存在するので，そのこと
自体は珍しいことではないが，自然分布と思われ
る昆虫は，幼虫などが材に入る潜材性の昆虫がほ
とんどである．本種の幼虫は未知であるが，本種
が含まれるチビコメツキの仲間の幼虫は，土壌中
や砂礫中に生息することが明らかにされている （大
平，1994）．本種も他のチビコメツキの成虫と同
じように草地や荒地を生活環境として好むことか
ら，幼虫は土壌中や砂礫中に生息する可能性が高

い．そう考えると，本種の成虫や幼虫が海水の影
響を受けずに漂流物などと共に南西諸島から小笠
原諸島へ運ばれた可能性は低い．自力飛行による
移動や，気流により運ばれた可能性は，小笠原諸
島は南西諸島から 1,000 km 以上も離れていること
や，南西諸島と小笠原諸島の間を埋める地域や伊
豆諸島から本種の記録がまったくないことから極
めて低い．可能性として高いのは，人為的なもの
である．南西諸島から園芸植物や農作物が小笠原
に持ち込まれた際，土壌と共に本種の幼虫も持ち
込まれたか，成虫が物資と共に運ばれたというも
のである．前者については，1899 年に沖縄からリュ
ウキュウマツが持ち込まれたことにより移入した
のではないかと推測されるウバタマコメツキの例
がある （大平・楠井，1975）．大林 （2016, 2017） は，
小笠原で調査をおこなった農業者の半数が沖縄な
どからマンゴーの苗を導入していることを明らか
にした．また，実際に苗を沖縄の業者から取り寄
せて調べたところ，9 割以上の苗から生きている
生物 （アブラムシ，アリ，ミミズ，ジムカデ等） が
検出され，そのうちの約 9 割が土壌部分から検出
されたと報告している．大林 （2016, 2017） の調査
では，コメツキムシの幼虫が検出されていないが，
多くの農業者がこれまでに苗を島外から導入して
いることを考えると，このような形で苗の土壌と
共に小笠原に入った可能性があるのではないかと
考えられる．農業者を対象としたアンケート調査
によると，今後も引き続きマンゴーなどは島外か
らの導入を考えているとしており，このような形
で多くの昆虫が小笠原諸島に持ち込まれる可能性
が高いように思われる．

今回検視することができた個体は，7 月と 10 月
の 2 回の調査で，港に近い灯火で得られたもので
ある．現時点で発見された個体数は 2 個体と少な
いが，すでに父島に定着している可能性はある．
走光性があることから，停泊した船のライトに引
き寄せられて，短時間で寄港できる島であれば移
動する可能性もある．小笠原諸島での分布拡大に
は注意していきたい．

識別点について
日本に生息するチビコメツキの仲間は，整理す

るとこれまでに，7 属 12 種 3 亜種が知られている 
（大平，1994; Kishii, 1999; Arimoto et al., 2015；鈴木，
2018） が，どれも体形がよく似ており，斑紋の有無
やその形状も変異が多く，その識別には注意が
必要である．今回父島で採集されたヨナグニチ
ビコメツキも通常存在する斑紋が消失し，一見，
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エラブミナミチビコメツキ Nanseia erabuensis （Kishii, 
1966） や斑紋が消失したイリオモテチビコメツキ
Prodrasterius collaris asaokai Ôhira, 1994 を思わせる
個体であった．しかし，前胸背板には大小 2 種類
の点刻で被われ，点刻間は滑らかで光沢を放つこ
と（Fig. 3），後角には 1 本の明瞭な隆起線を備える
こと（Fig. 4），そして前胸腹板線先端部に浅い凹溝
がないことから本種と同定した．なお，念のため，
父島産の雄とホロタイプの産地である与那国島の
宇良部岳産の雄個体の交尾器を比較したが，双方
に両者を明確に区別できる形態上の違いは認めら
れなかった．
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【短報】日本産ガムシ科の 1 新種と和名新称
筆者は順次刊行中の日本産昆虫目録の執筆依頼を

受けた際，北方四島産の昆虫は当然日本産種として
リストアップすべし，との指示を受けた．現在如
何なる方針で昆虫目録の編纂が進んでいるかは定か
でない．最近，筆者を共著者の一人として，ガムシ
科ハバビロガムシ亜科ケシガムシ属（Cercyon 属）
の 1 新種が国後島より記載された （Ryndevich et al., 
2019）．原記載論文中では，この 1 新種の分布は「極
東ロシア」と書かれている．この扱いは筆者の立場
としては相容れないものではあるが，政治を科学の
場に持ち込むことを避け，うやむやにした経緯があ
る．本稿にて，この 1 新種を日本産種として既に「記
載済み」であることを報告するとともに，和名を新
しく与えることとしたい．

和名新称：クナシリケシガムシ
 Cercyon （Cercyon） sundukovi Ryndevich et al., 2019

分布：北海道（国後島）．
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